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⽇本マイクロソフト株式会社
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世界中のすべての⼈々と
ビジネスの持つ可能性を
最⼤限に引き出すための

⽀援をすること。

Mission

●お客様に顔が⾒え、親しまれ、かつ尊敬される企業
●パートナー様との密な協業を推進できる企業
●前向きで⽣き⽣きとした⼈材にあふれ、

仕事を通じて⾃⼰の成⻑を実現できる企業
●ビジネス市場、コンシューマ市場において、

常に⾰新的な技術をお届けできる企業
●⽇本社会に根ざし、良き企業市⺠として、社会に貢献できる企業

理想とする働き⽅企業向けのビジョン

⽬指す企業像

インフォメーションワーク
⼈、情報、業務プロセスを相互につなげ、
個⼈の可能性を引き出し、組織の⽣産性と
創造性を最⼤限に向上させるワークスタイル



社会参画
障碍者、シニア層、⼥性、無業の若者、NPOな
どを対象に、ITの活⽤を通じて⼀⼈⼀⼈の多様
な⽣き⽅と新たな可能性の実現を⽀援します。



東⽇本⼤震災と
⽇本マイクロソフトの対応



社内に残ったお客様への対応

各部門で対応プラン策定 トヨタG-Book 対応「通れた道マップ」構築

文科省・放射線情報提供サイト構築

-役員を中心とした横断組織
-本社から対応スタッフ来日 （調布→品川・大阪・名古屋）

在宅勤務率 85%

所在地の確認や今後のアクションについて情報収集

“５Priorities“ を定義 #1: 社員および社員家族の安否確認
#2: 電力制限時の対応など、ビル・オフィスでの対応や

社内プロセス
#3: お客様およびパートナー様への対策
#4: 政府、NGO、Citizenship活動としての施策
#5: コミュニケーション (外部および内部) 施策

「計画停電カレンダー」構築

Windows PC 節電対策Webサイト構築

お
客
様
向
け
の
被
災
支
援

社
内
で
の
対
応

安否確認 勤務状況の管理

在宅勤務を推奨 原則 在宅勤務へ 通常勤務にシフト

サポート部門の拠点を移動

５プライオリティ に基づく情報発信を継続

緊急対応情報の発信

震災対策本部の設置

地震発生

-約380名のお客様が30F, 31F会議室に足止め
-タクシー・ホテルの手配
-宿泊のための会議室開放
-食料の確保（サバイバルキット + 買い出し）

-Azure /Office 365 /CRM Online無償パス
-MSKK主導によるミラーサイト構築支援
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 ⽇本マイクロソフトの 社内での対応
 職員の安否確認と緊急時の情報連携

• 被災直後の連絡・連携⼿段
• 安否確認の⽅法

 ⽇本マイクロソフトの⽀援活動
 クラウドを活⽤した⾃治体・公共機関の情報発信の⽀援

• クラウドを活⽤したミラーサイト構築
• ニーズの⾼い情報を視覚的に提供
• 復旧・復興⽀援ナビ、復旧・復興⽀援制度情報データベース

 被災地域におけるICT活⽤⽀援
• 情報インフラの提供：ICTキャラバン隊 PC約3,000台の寄贈
• クラウドを活⽤したソリューションを開発・提供

※ 弊社パートナー様にて開発
• 仮設住⺠健康⽣活⽀援プロジェクト

ICT利活⽤のポイント

1

2
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職員の安否確認と
緊急時の情報連携
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「⾮常事態」において
「通常業務」を
「平常通り」に⾏う

難易度：B 〜 A

社員/家族の
安否確認

情報収集と
分析評価

対策本部の
設置

ガイドライン
の策定と公開 業務再開

Inside Microsoft ― ⾮常時における「事業継続」と「緊急対応」―

事業
継続

「⾮常事態」に合わせ
「特別対応」を
「迅速」に⾏う

難易度：A 〜 A+++

状況判断

意思決定

協議 / 検討

報告
要請
承認

情報収集
依頼 / 要請

指⽰ / 命令
報告 / 相談

公開 / 説明

HQ

緊急
対応

正常化した通常業務 ⇒ 組織 / 指⽰系統 / 業務プロセス / 部⾨連携...
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Inside Microsoft ― ⾮常時における「ビジネス要件」と「⽀援システム」―

状況判断 意思決定 協議 / 検討
報告
要請
承認

情報収集依頼 / 要請 指⽰ / 命令 報告 / 相談 公開 / 説明

HQ

安否確認 情報収集対策本部 ガイドライン 業務再開

正常化した通常業務 ⇒ 組織 / 指⽰系統 / 業務プロセス / 部⾨連携...

連絡できる 「業務アプリケーション」へ呼び出せる

状態がわかる

会議ができる

完全なモバイルアクセス場所と機器を選ばない対話

「データベース」へ

「イントラネット」へ

予定がわかる

安全/完全なセキュリティ環境 監視, 追跡, 機密情報保護, マルウェア対策, 遠隔操作...

最適化された統合環境 統合認証, ユニファイドコミュニケーション, サービス連携..

事業
継続

緊急
対応

「事業継続」と
「緊急対応」に

求められた
ビジネス要件

「事業継続」と
「緊急対応」を

実現させた
⽀援システム

システム＆サービスの冗⻑性 クラウド, 仮想化, レプリケーション, クラスタリング...



⽇本マイクロソフト事例：
3.11 安否確認、状況把握、次のアクションを⽀えたコミュニケーション基盤
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受付 来客⽤会議室
セミナールーム

来客⽤会議室

社内⽤会議室

オフィスフロア

One Microsoft Area
社内会議室
カフェテリア

総合受付

⾞寄せ

総務部⾨スタッフは、電話がつながらない中、地震発⽣直後からチャットを活⽤し、安否確認／状況把握／
震災対策本部（社⻑室）との連携を実現
毎⽇活⽤し、慣れ親しんでいるコミュニケーションツールだから実現した迅速な対応

地震発⽣時 社内会議室で会議

各フロア・対策本部にノートPC持参で
各フロアへ移動

15:12 3⼈でチャットでの情報共有を
開始

関連メンバー14名でのチャットへ
質問にはわかる⼈が回答し、

その情報を全員で共有



⽇本マイクロソフト事例：
3.11 安否確認、状況把握、次のアクションを⽀えたコミュニケーション基盤
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受付 来客⽤会議室
セミナールーム

来客⽤会議室

社内⽤会議室

オフィスフロア

One Microsoft Area
社内会議室
カフェテリア

総合受付

⾞寄せ

15:12
お客様フロアの安否確認

15:12
対策本部への担当者派遣

15:14
メンバー間での被害情報共有

けが⼈の有無
⽕災の有無

スタッフへの指⽰

3⼈でチャット開始

誰の発⾔かわかりやすい
ように⾊を変更

ログを保存 メールで送付



⽇本マイクロソフト事例：
3.11 安否確認、状況把握、次のアクションを⽀えたコミュニケーション基盤
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受付 来客⽤会議室
セミナールーム
来客⽤会議室

社内⽤会議室

オフィスフロア
One Microsoft Area
社内会議室
カフェテリア

総合受付

⾞寄せ

東北⽀店

都内他拠点

国内拠点

関連メンバー追加
3名→14名へ対策本部へのチャットでの

状況報告開始

対策本部の担当者の質問に
わかる⼈が回答。

その回答をメンバーが共有
→相互に理解

重要な項⽬は⽂字の⾊や
フォントを変えて対応

発信するメンバーごとに⾊を
変えて発⾔をわかりやすく



在席状況の把握と電話（⾳声回線）だけに頼らない通信⼿段の実現

13

⽇々使い慣れている在席表⽰（プレゼンス）チャットの活⽤
⾳声（電話）だけに頼らない安否確認⽅法・通信⼿段の実現
有事の際のみならず、普段の業務で使いこなすことで、緊急時の素早い対応・混乱軽減へ

インスタント
メッセージ

プレゼンス
（在席確認）

ポータル コラボ
レーショ
ン

電⼦
メール

予定表

●有事の際にも「使える」ポイント：
名前の⼀部がわかれば⼈を探せる

●有事の際にも「使える」ポイント：
名前の⼀部がわかれば⼈を探せる
覚えてないと探せないメールアドレスなどではなく、
⼈の名前で検索できます。
また配布リストで検索して、グループに対してメッセージ
を⼀⻫送信できます。

覚えてないと探せないメールアドレスなどではなく、
⼈の名前で検索できます。
また配布リストで検索して、グループに対してメッセージ
を⼀⻫送信できます。

⾃宅PCのブラウザでも
メールの確認

情報共有サイトで
最新の通達を確認

事業継続性の強化へ…

① 相⼿の状況を
⼀⽬で確認 ② 即座に⽂字で会話

②ʻ グループに対して
⼀⻫にメッセージ送信も可能

⽇本国内の影響を
受けないクラウド
活⽤

PC間
⾳声通話

オンプレミス



在席状況の把握と電話（⾳声回線）だけに頼らない通信⼿段の実現

⾳声回線が利⽤できないとき「PCが第⼆の通信⼿段」に
インターネットがつながれば利⽤可能
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災害時の利⽤例

モバイルPC（＋データ通信カード）

本社・事業所内のPC（社内LAN）
節電や停電を考慮してNote PCの利⽤を推奨

災害発⽣！
避難部屋に避難

会社の避難部屋
緊急時通信キットはここに設置 キットからPCを取り出

して、すぐに会話を
開始。社内に居る⼈が
⼀⽬でわかります。さらに避難の際には鞄に所持

災害発⽣！
避難部屋に移動

部屋についたらPCをON
停電時以外はすぐに会話開始 ①も②も、アドレス帳も

同梱されており、すぐに
⼈を探すことができます。

持ち出しを考慮して、「緊急通信キット」としてモバイルPCの準備を推奨。
⽇常的にモバイル可能なPCを利⽤の場合には、この必要はありません。



Inside Microsoft 〜⾮常時にもビジネスを⽌めない仕組み〜
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震災対策本部
の設置

緊急対応
情報の共有

勤務状況
の管理

在宅勤務

被災⽀援

安否確認

シーン・要件 主なITサービス社内での対応

震災時に様々な場所で働くす
べての従業員の安否情報を迅
速に把握する

 外部の安否確認サービスよりも早く全員
の安否を確認

 共有サイトから義援⾦の申し込みを受付

 勤務場所に関わらず、通常どおりのPC/IT
環境を利⽤して業務を⾏う

 予定されていた社内会議もWeb会議で代⾏
 計画停電の際も、ノートPCのバッテリーに

より、平時と変わらないPC利⽤

 お客様企業の被災状況を担当営業ごとに
調査し結果をサイトで⼀元管理

 “５つのPriorities“を定義し、JSLTから
メールやポータルサイトで情報発信

 役員を中⼼に会議体を設定
 対策本部⽤のサイトを⽴ち上げ
 ガイドラインの決定
 ガイドラインの従業員への周知

 在宅勤務・通常勤務・お客様訪問・地⽅避
難など各⾃の予定と所在地情報を集約

 社員だけでなく派遣社員についても同様の
仕組みで把握

モバイル
アクセス

プレ
ゼンス

Web
会議

共有
サイト

モバイル
アクセス

予定
管理

メールモバイル
アクセス

共有
サイト

モバイル
アクセス 暗号化

Web
会議

共有
サイト

IM IP電話メール

刻々と変わる状況の把握とそ
れに応じた迅速な意思決定

決定された⽅針・ガイドライ
ンを的確に全従業員に伝達す
ると共に、従業員から上がっ
てくる情報を整理

従業員の状況に応じて選択さ
れる勤務状況を把握管理

⾃宅などの社外でも、平時と
同様の作業環境の確保

従業員個⼈と会社からとの
マッチングによる募⾦活動

リッチ
クライ
アント

プレ
ゼンス IM IP電話

予定
管理

共有
サイト

モバイル
アクセス

予定
管理

共有
サイト

メール





クラウドによる⾃治体、
公共機関の情報発信の⽀援
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被災地域における
ICT活⽤⽀援



NPONPO

PC 寄贈PC 寄贈

ICT ボランティアICT ボランティア技術⽀援技術⽀援





Webメール

Outlook スマートフォン

⽇報の⼊⼒画⾯

提出された⽇報の⼀覧

ボランティア⼀覧

⽀援物資⼀覧

避難所⼀覧

避難者⼀覧





保健師
巡回時に所見の入力・送信

県のレセプトデータ
から、逆おこしする

仮設住宅集会所で計測・
送信・ICカードによる認証

診療時に生活記録を参照
診療記録・カルテとの紐付け

＜住民データ＞

ステイタ
スマップ

バイタルデータ

所見ドキュメント

基本情報（世帯情報？）

診療記録

民生委員
巡回してステイタスを更新

保健師がデータを見て
必要なら診療予約入れる

集会所

時代劇番組を見たり、
お茶菓子とお茶が
あったり、コミュニティ
モデレータが運営

ケアマネージャー

介護福祉士

医師

コミュニティへの参加
度合い・健康データ
測定の頻度などを監
視して、必要な危険
信号を出す

自分の担当領域で
危険信号が出たら
すぐに対応



震災からのICT利活⽤に関する学び
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 モバイルアクセスと多様なコミュニケーションインフラの有効性
• 平常時に利⽤しているモバイルアクセスおよびテレワーク環境が

⾮常時のコミュニケーションインフラへ
 クラウドの有効性

• クラウド（特にPaas）が過去に無い迅速な対応を可能に
• ⾃治体情報Webサイト継続の⽀援
• ⽂部科学省放射線モニタリングサイト
• クラウド活⽤のソリューションを開発・提供

• クラウドを活⽤した複数機関の連携
• 復旧・復興⽀援ナビ、復旧・復興⽀援制度データベース
• クラウドによる避難所、ボランティア⽀援
• 仮設住⺠健康⽣活⽀援プロジェクト

 普段から使い慣れたシンプルなITツールの有効性
• 情報⼊⼒、整理、出⼒におけるExcelの利活⽤

• ICTキャラバン隊での被災地へのPC無償提供



参考資料



http://www.microsoft.com/japan/setsuden










